









































しあれば、蓮の露も玉とみがき侍んことはかたきを、何わざをなしてかかの善果をたすくる事もがなとおもひよりしに たへず衆善のそのひとつにもと和歌の浦浪に玉藻をよせんことをもとめ、筆の海のふかき心ざしにひかれて、戯語のことの葉も讃仏乗の縁となら めんことを願ひ侍れど、わたくし はい でかとてなん、はやうより此みちのよすがにて とりわき心かし給へる芥川寸艸の主へ、 ゝる事思ひ立ぬるよしを告 りけるに、哀とや覚しけん、ほどもへず三十首 題を出し給りぬ。なきひとのはらからなりし杉田忠福 妻、 らなる枝 列れのうへ、あはでやみにし恨をさへつきせず、歎き沈みて侍り を、かくと驚しければ、いそぎ〳〵懐旧のなみだおさへて、わらはと諸心に、かなたこなた、うときにつげ親 きにも め 催し侍りしほど もしほ草かきあつめ、
脾（ママ）
前に備へて冥福をすゝ
















 （ 「山岡浚明年譜考」 ） 。また、
 自明尼とともに追善和歌を企




































































































































































































































































































の漢詩文・和文を添え 一巻が伝存する（中野 敏先生蔵） 。 「古剣歌」 成立事情と成立時期、及び三代が文章を書き添えた経緯については、和鼎の漢文 峰雄の和文に触れるところがあるので、少く検討を加える。時の経過に沿って簡明に説明する峰雄の和文の方から始めたい。　　
 元文の比とか、石井といへるものゝふのあからさまに入きたり












井といへるものゝふ」が成島家を訪問したいきさつ、 「桂川君」が信遍の「古剣歌」を入手して のもとに来 時期など、重要な点がこれのみでは解決できない。続いて和鼎の漢文に目を転じる。和鼎の文の末尾には「寛政乙卯之秋
　
源和鼎謹識」とあるので、信遍










人物であるのはいうまでもない。峰雄によれば 「桂川君 も 御とのゝうちつぼねならびに」勤務していたと ことなので、江戸城





 斯の武夫、曩昔三井親和を介して芙蓉社に相見るなり。余、側に侍す。但だ其れ赳々として武談 、翩々として剣を説く 卒爾として書を先人に請ふ。輒ち之を賦し 之を書 、以て之に与ふ。元文中の吾や、今従り之を思へば四五十年前の事 余既に頽齢七十六。 （以下略）
　
石井氏は三井親和の紹介で成島家を訪れたと和鼎はいう。 「余、
側に侍す」とあるから、和鼎は来訪時の様子を承知しており、紹介者が親和であったことも記憶に留めていたものと思われる。寛政七年には 「頽齢七十六」 なっていた和鼎には、 漠然と 「元文中」 「四五十年前」程度の記憶しかなく、確かな年月日を特定できる情報を有していたわけではなかった。この記事を踏まえて峰雄は和文の冒頭に「元文の比とか」と書いたのであろう。石井氏の素性についても判然としないが、信遍と親和の間には交渉があ た（拙稿「成島信遍年譜稿（十四） 」 、 『広島大学大学院文学研究科論集』七三巻、二〇一三年一二月）から、親和に武芸の指導を仰いだ武人の一人ではあったのだろう。　
以上のように、 「古剣歌」の後ろに書かれた和鼎・峰雄の文章を
突き合わせてゆくと、 成島家の「古剣歌」 まつわる記憶・伝承は、本資料の信憑性を保証していると見てよさそうである。　










































































































































































一九九二年） 、和田実氏『享保十四年、 、江戸へゆく』 （岩田書院、
二〇一五年）などが道中の具体相を資料に基づいて活写する。しかし、浜離宮から中野に移される日の見聞録であろうと思われる本編に対 ての言及はない。吉宗とその側近のみを読者に想定した和文だけ 、広く読み継がれる状況にはなかった であろう。　
文中、 「やふたの某」とある箇所は、 「やぶた」を姓と見て濁点を
付した。 「やぶた」が藪田であれば、吉宗が享保元年八月二十三日に召し出した奥庭役藪田助八数直（ 「有徳院殿御実紀」巻二、 『新訂増補国史大系
　
徳川実紀』第八篇三〇頁）に始まる一族の誰かに該

























































A Chronological Record of Narushima Nobuyuki’s Career (15)
Keiichi KUBOTA
　　 I have written about Narushima Nobuyuki’s career from 1689 to 1740 in serial form.  This 
paper adds a revised and expanded edition of the chronological record (7)–(14) and deals with articles 
presented to him in 1741.
　　 In 1738, he composed a waka in memory of the late Yamaoka Kagehiro.  In the Gen-bun era, 
he gave the poem “Koken-ka”, in praise of an old sword, to Mr. Ishii, a samurai who boasted about 
his skill in martial arts.
　　 In 1741, his essay “Kisa” depicted the transportation of an elephant kept by the Tokugawa 
shogunate from Hama-Rikyu to Nakano village.
　　 As usual, Nobuyuki served as a mediator between dignitaries around Tokugawa Yoshimune 
and librarians of Momijiyama Library.
